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一般
会計

納
税
貯
蓄
組
合
減
少

収
納
率
へ
の
影
響
は

納
税
貯
蓄
組
合
数
が
減

少
し
て
い
る
。
収
納
率
へ
の
影

響
は
な
い
か
。

影
響
は
あ
る

だ
ろ
う
。
解
散
す
る
組
合
に
は

税
務
会
計
課

問

口
座
振
替
を
勧
め
て
い
る
。

定
率
減
税
の
廃
止
に
よ

る
町
税
へ
の
影
響
は
。

定
率
減
税
は

十
八
年
か
ら
段
階
的
に
廃
止
と

な
る
。
ま
た
、
今
年
か
ら
老
年

者
控
除
も
廃
止
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
今
ま
で
非
課
税
で
も
課
税

と
な
る
人
も
い
る
。
滞
納
に
つ

な
が
ら
な
い
よ
う
努
め
る
。

町
有
地
の
貸
し
付
け
は

ど
の
よ
う
な
評
価
で
行
っ
て
い

る
か
。

周
辺
類
似
地

の
評
価
額
か
ら
単
価
を
算
出
し

て
い
る
。
売
却
の
場
合
も
同
様

で
あ
る
。

企
画
財
政
課

問 税
務
会
計
課

問

新
病
院
へ
の
バ
ス
運
行

路
線
は
決
ま
っ
た
か
。

県
北
バ
ス
と
協
議

し
て
い
る
。
路
線
の
認
可
申
請

の
必
要
が
あ
る
た
め
、
五
月
ま

で
に
は
協
議
を
終
え
た
い
。

新
病
院
は
医
師
配
置
が

万
全
の
体
制
で
開
始
で
き
る
か
。

規
模
、
患
者
数
な
ど

で
医
師
数
が
決
ま
る
。
開
院
時

は
現
在
よ
り
多
く
な
る
と
予
想

し
て
い
る
が
、
以
後
、
ど
う
な

る
か
予
測
で
き
な
い
。
医
師
確

保
の
要
望
は
今
後
も
継
続
す
る
。

町
長

問 総
務
課

問 新
山
田
病
院
の

バ
ス
運
行
路
線

区
画
整
理
地
内
の
家
屋

移
転
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
か
。

移
転
が
必
要

な
建
物
は
二
百
戸
強
。
対
し
て

十
八
年
度
ま
で
の
実
施
は
七
十

七
戸
の
予
定
で
あ
る
。
移
転
は

順
調
に
進
む
と
考
え
て
い
る
。

区
画
整
理
事
業
は
投
資

効
果
が
表
わ
れ
る
よ
う
戦
略
を

も
っ
て
進
め
て
ほ
し
い
。

都
市
計
画
用
途
地
域

の
変
更
を
行
っ
て
い
る
。
ま
ち

づ
く
り
の
骨
格
が
で
き
れ
ば
と

町
長

問 地
域
整
備
課

問 土
地
区
画
整
理
事
業

家
屋
移
転
は
順
調
か

思
っ
て
お
り
、
戦
略
を
持
ち
な

が
ら
長
期
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
行
く
。

「
ア
サ
リ
ま
つ
り
」
の

参
加
者
協
力
金
が
減
少
し
て
い

る
理
由
は
。
ま
た
、
サ
キ
グ
ロ

タ
マ
ツ
メ
タ
（
肉
食
性
巻
貝
）

の
状
況
は
。

集
客
は
天
候

に
左
右
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
予

算
は
低
め
に
見
て
い
る
。

サ
キ
グ
ロ
タ
マ
ツ
メ
タ
に
つ

い
て
は
、
昨
年
、
本
体
二
千
七

百
九
十
八
個
、
卵
か
い
二
千
六

十
四
個
を
駆
除
し
た
。
今
後
も

駆
除
は
続
け
て
い
く
。

産
業
振
興
課

問 サ
キ
グ
ロ
タ
マ
ツ

メ
タ
の
駆
除
状
況

一
人
暮
ら
し
老
人
は
何

人
い
る
か
。
一
人
暮
ら
し
老
人

な
ど
の
災
害
弱
者
対
策
は
。

町
内
の
ひ
と

り
暮
ら
し
老
人
は
、
七
百
二
十

八
人
。
四
月
か
ら
「
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
立
ち
上
げ
る
。

災
害
弱
者
対
策
は
、
担
当
と

協
議
し
、
見
守
り
員
と
協
力
し

て
行
い
た
い
。

「
障
害
者
自
立
支
援
法
」

問 保
健
福
祉
課

問 ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
な

ど
の
災
害
弱
者
対
策
は

春の恒例行事となっている「やまだアサリまつり」
ことしは４月29日と５月３日に開催されます

サキグロタマツメタ
主に中国や朝鮮半島に生息する
巻貝です。二枚貝の殻に穴を開
けて捕食することからアサリ資
源への影響が心配されています。

■
佐
藤
忠
暉

議
員

前
年
度
当
初
予
算
よ
り
六
億

六
千
万
円
減
も
仕
方
な
い
こ
と

と
受
け
止
め
、
予
算
特
別
委
員

会
に
臨
ん
だ
。
し
か
し
町
長
の

答
弁
に
は
寛
容
な
心
が
感
じ
ら

れ
な
か
っ
た
。

政
治
は
住
民
に
よ
る
、
住
民

の
た
め
の
、
住
民
の
政
治
で
あ

り
、
住
民
が
安
全
・
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
、安
ら
ぎ
を
感
じ
、

元
気
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

が
必
要
で
あ
り
、
予
算
措
置
が

行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
残
念

な
が
ら
当
予
算
に
は
そ
の
心
が

見
え
な
い
。
よ
っ
て
、
当
予
算

に
は
反
対
す
る
。

■
佐
藤
照
彦

議
員

以
下
の
理
由
で
反
対
す
る
。

第
一
は
、
町
民
の
負
担
を
さ

ら
に
引
き
上
げ
る
予
算
で
あ
る
。

第
二
は
、
福
祉
の
後
退
を

次
々
進
め
る
予
算
で
あ
り
、
子

育
て
支
援
に
も
町
長
は
消
極
的

姿
勢
で
終
わ
っ
た
こ
と
。

第
三
は
、
地
域
住
民
の
暮
ら

し
を
支
え
る
地
場
産
業
振
興
の

た
め
の
施
策
予
算
が
少
な
い
。

第
四
は
、
職
員
を
削
減
す
る

こ
と
が
先
行
し
て
い
る
こ
と
。

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環

境
が
厳
し
い
ほ
ど
、
職
員
や
地

域
住
民
の
英
知
・
や
る
気
を
引

き
出
す
施
策
が
大
事
で
あ
る
。

反
対
討
論
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が
平
成
十
八
年
四
月
か
ら
施
行

さ
れ
る
。
利
用
者
へ
の
負
担
軽

減
は
。

認
定
審
査
は
、

介
護
保
険
と
同
じ
よ
う
に
な
る
。

低
所
得
者
に
つ
い
て
は
、
軽
減

制
度
が
あ
る
。

保
健
福
祉
課

道
路
寸
断
地
域
に

非
常
食
の
配
備
を

災
害
時
の
非
常
食
の
備

蓄
は
、
道
路
網
か
ら
寸
断
さ
れ

る
地
域
に
優
先
的
に
配
備
を
。

道
路
が
寸
断
さ
れ

る
と
田
の
浜
地
区
、
大
浦
地
区

は
孤
立
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

各
支
部
に
は
毛
布
、
ス
ト
ー
ブ

な
ど
配
備
し
て
い
る
が
、
非
常

食
に
つ
い
て
も
備
蓄
を
考
え
て

い
る
。
食
料
品
の
た
め
安
全
な

管
理
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
方

法
も
検
討
し
て
い
る
。

総
務
課

問漁
協
に
よ
る
密
漁

対
策
の
取
り
組
み

町
内
五
漁
協
に
よ
る
密

漁
対
策
の
取
組
は
。各

漁
協
が
交

代
制
で
密
漁
監
視
を
行
っ
て
い

る
。
民
間
の
密
漁
監
視
は
制
約

が
多
く
充
分
な
状
況
で
は
な
い

の
で
県
漁
業
取
締
り
事
務
所
、

県
警
と
の
連
携
が
重
要
で
あ
る
。

産
業
振
興
課

問

肉
牛
肥
育
農
家
に

町
の
経
営
指
導
を

肉
用
牛
肥
育
経
営
者
の

生
産
意
欲
向
上
、
経
営
問
題
に

つ
い
て
町
で
指
導
で
き
な
い
か
。

町
独
自
で
の

指
導
は
難
し
い
。
農
協
が
内
容

を
良
く
知
っ
て
お
り
き
め
細
か

な
指
導
が
で
き
る
。
問
題
が
あ

れ
ば
農
業
普
及
セ
ン
タ
ー
と
も

連
携
し
て
解
決
に
当
た
る
。

本
町
で
は
休
耕
地
が
多

い
。
今
後
の
対
応
策
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

問 産
業
振
興
課

問

本
町
の
放
棄

農
地
面
積
率
は
県
内
で
二
番
目

に
高
い
。
認
定
農
業
者
と
意
見

交
換
会
を
持
つ
な
ど
休
耕
地
の

解
消
に
努
め
た
い
。

産
業
振
興
課

田
名
部
地
区
中
山
間
地
域

整
備
事
業
の
取
り
組
み
は

「
農
業
総
合
整
備
事
業
」

が
廃
目
と
な
っ
て
い
る
。
田
名

部
地
区
の
整
備
事
業
は
ど
う
な

る
の
か
。

事
業
を
実
施

す
る
た
め
に
は
、
一
〇
〇
�
の

同
意
率
、
連
た
ん
面
積
二
十
�

産
業
振
興
課

問

２
月
８
日
の
除
雪

役
場
の
対
応
状
況

二
月
八
日
の
積
雪
の
際
、

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ス
ノ
ー

バ
ス
タ
ー
ズ
は
出
動
し
た
。
役

場
の
対
応
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

各
地
区
を
パ

ト
ロ
ー
ル
し
て
、
通
行
不
能
と

思
わ
れ
る
個
所
を
除
雪
し
た
。

救
急
、
消
防
の
出
動
状

況
は
。

平
成
十
七
年

の
火
災
は
四
件
。
救
急
は
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
七
百
四
十
九

件
の
出
動
で
七
百
三
十
七
人
を

搬
送
し
た
。

消
防
防
災
課

問 地
域
整
備
課

問ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

リ
ー
ダ
ー
の
役
割

新
し
く
始
ま
る
ス
ク
ー

ル
ガ
ー
ド
と
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
は
。

ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
は
児
童
の
登
下
校
の
安

全
を
守
る
。
リ
ー
ダ
ー
は
、
本

町
で
は
一
人
を
考
え
て
お
り
、

警
察
Ｏ
Ｂ
ま
た
は
防
犯
の
プ
ロ

を
委
嘱
す
る
。
各
学
校
を
回
り

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
活
動
の
指

導
･
助
言
を
行
う
。

教
育
委
員
会

問
以
上
、
営
農
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要

と
な
る
。
こ
れ
を
ク
リ
ア
し
な

け
れ
ば
事
業
の
実
施
は
難
し
い
。

本町では全国奨励会で優秀賞を受賞す
るなど高品質の肉牛を生産しています

■
生
駒
利
治

議
員

三
位
一
体
の
改
革
に
よ
り
、

地
方
交
付
税
や
国
庫
補
助
金
は

縮
減
さ
れ
、
税
源
移
譲
は
地
方

に
と
っ
て
満
足
で
き
る
状
況
に

な
い
。
そ
の
中
に
あ
り
三
大
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ほ
ぼ
予
定
通

り
継
続
さ
れ
、
水
産
経
営
活
性

化
対
策
事
業
な
ど
新
規
事
業
も

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

予
算
額
は
少
な
め
で
あ
る
が
、

的
を
絞
り
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ

ラ
ン
ス
の
均
衡
を
図
り
「
先
を

量
り
て
今
を
制
す
」
の
基
本
方

針
で
ま
さ
に
町
政
執
行
へ
の
力

強
い
理
念
が
感
じ
ら
れ
る
予
算

編
成
で
あ
る
。

賛
成
討
論


